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臣
民
の
皆
さ
ん
の
健
痩

e

つ
く
り
の
一
環
と
し

て
行
な
わ
れ
¥
小
学
生
か
ら
一
献
社
会
人
に
い

だ
る
日
幅
広
い
階
置
に
わ
た
っ
て
親
し
ま
れ
て
い

る
¥
大
洗
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
今
年
で

5
自

由
を
迎
え
¥
去
る

2
月
7
日
間
に
盛
大
に
開
瞳

さ
れ
ま
し
だ
。

間
関
年
ど
お
り
¥
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
大
洗

文
化
セ
ン
タ
ー
部
に
は
参
加
者
と
そ
の
時
援
の

皆
さ
ん
ガ
続
々
と
つ
め
か
け
¥
開
会
定
見
の
午

前
9
時
に
は
¥
制
名
の
出
場
選
手
ガ
勢
揃
い
し

ま
し
疋
。
開
会
の
セ
レ
モ
二
の
あ
と
¥
午
前

9
時
却
八
刀
に
¥
先
ず
小
学
女
子
の
部
2
キロげやか

ロ
ヲ
砲
と
と
も
に
ス
タ
!
ト
し
¥
競
技
に
は
い
り

ま
し
た
。

灰
い
で
¥
小
学
男
子
の
部
2
キ
ロ
げ
¥
中
学
女

子
の
部
2
キ
ロ
げ
¥
中
学
男
子
の
部
3
J
げ
¥
高

椋
女
子
・
一
椴
女
子
の
部
3
J
げ
¥
高
校
男
子
・

一
般
壮
年
の
部
5
J
げ
ガ
順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
だ
。
コ
ー
ス
は
文
化
セ
ン
タ
下
よ
り
サ
ン

ビ
チ
ま
で
の
折
り
返
し
コ
ー
ス
で
行
な
わ

れ
¥
寒
風
の
中
¥
白
頃
鍛
え
疋
健
闘
を
競
い
合

い
ま
し
だ
。

ぺ…叩ふ《数議轟

議長

次
の
と
お
り
で
す

。
小
学
女
子
4
年
の
部

1
位
川
川
上
美
子
恵

2
佼
清
宮
知
恵
美

3
位

清

宮

寛

子

。
小
学
女
子
5
年
の
部

ー

位

米

川

香

織

2
位

向

野

美

穂

3
伎

深

作

友

恵

。
小
学
女
子
6
年
の
部

-

位

閉

口

美

穂

2
伎
米
川
真
美
子

3
位
大
高
美
由
紀

。
小
学
男
子
4
年
の
部

-
位
中
村
鋼
一
千

2
位
亀
山
雄
前
場

3
位

石

井

教

夫

。
小
学
男
子
5
年
の
部

ー

位

和

地

康

哲

2
位

石

崎

博

之

3
位

赤

津

動

…

O
小
学
男
子
6
年
の
部

-

位

倉

持

克

幸

2
位

白

土

宗

紀

3
佼

清

宮

智

一

@
中
学
女
子
の
部

-
位
問
山
知
恵
子

2
位
藤
沼
み
さ
子

3
位
田
山
友
紀
子

。
中
学
男
子
の
部

ー

位

佐

藤

文

紀

2
位
加
部
東
祥
浩

3
位

亀

山

貴

生

。
高
校
男
子
の
部

ー

位

小

沼

正

美

2
位

伊

橋

克

美

3
佼
小
野
瀬
好
文

。
一
般
男
子
の
部

1
位

川

崎

義

行

2
位

石

崎

光

栄

3
佼

阿

部

弘

O
壮
年
の
部

-

位

瀬

崎

勝

二

2
位

、

水

域

治

3
位

松

葉

進

一
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m分
日
秒

子

(
6
3
m
)
6
組
・
中
学
男
子

(
6凶
)

7
組
・
家
族

(
4
1
5
同
)
お
組
・
一

般

(
6同
)
2
組

〔
成
績
〕

O
小
学
女
子

-
位
川
上
由
美
子
、
加
藤
奈
央
子
、

鴨
志
間
雅
子
、
高
浜
聖
美
、

菊

地

清

香

(
1
時
間
5
分
)

@
小
学
男
子

-
位
大
里
亮
介
、
飛
田
政
勝
、

桜
井
誠
一
、
鬼
沢
康
弘
、

(
1
時
間
泊
分
)

。
中
学
女
子

1
位

小

沼

美

紀

、

倉

本

桜

、

鴫
原
早
智
子
、
鬼
沢
真
由
美
、

菊

池

貴

子

(
1
時
間
口
分
)

O
中
学
男
子

-
佼
山
本
一
之
、
桜
井
隆
行
、

高
橋
栄
一

(
1
時
間
品
分
)

O
家

族
-
位
鴨
川
道
弘
、
関
根
正
治
、

関
根
陽
一
、
一
戸
塚
大
輔
、

鴨
川
孝
弘
、

(
1
時
間
6
分')

@

一

般

-

位

三

次

武

美

(
2時
間
日
分
)

心
一
種
盟
と
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

£込

〔
種
目
〕

小
学
女
子

(
4
1
5同
)
部
組
・
小

(
4
1
5
同
)
認
組
・
中
学
女

。
3 2 1 高
位位位校

人柴岩一

見回崎平

容由恵手
子紀子の

部
17 17 15 12 12 11 10 10 9 8 8 8 7 7 7 
分分分 分分分 分分分 分分分 分分分
38 33 29 47 15 17 9 8 59 13 9 1 31 30 27 
秒秒秒 秒秒秒 秒秒秒 秒秒秒 秒秒秒

木 会 丞 ささ一 衛ー海 南南南 夏磯祝

嵩 話 芸 車事壁 土虫生 虫士竺 土土土

ぷ込 ぷ込 4込 ぷ込 ぷ~ k.込 ぷ込 ぷ込

疋日定サモスさ | フ ス か点 皆も陪動 で璽ガ民山
。 をにツ受のん出んしをのと競さの沼燃こ行語、オ野地
自従フけ 1重力発イて使ポし技んで会大れなの去リを図
吠 つ や だ い ら 間 ン 終 つ イてはガ¥圭洗はわ商る工めと
と て 水 参 方 地 ¥ す 点 て ン¥大参↑05管オ町れ地 2ンぐコ
親 元 筒 加 、 国 指 る の 割 トコ貫加組にリ教ま区月一りン

九 を 者 jレの導わ大りを I!J¥し、よ工奇しに 15γ 歩パ
しに身は i見 書 け 費 出 j告ス学ま 413りン委芝わ巴!くス
ん出に、ん方ので小し盟内慌し名行テ員。た (8)ソ¥を
で 発 携 リ 等 、 動 す 学 、 との校疋のな|会 るにノ第た
いしえユのコ燃。枝チコい庭 o tBJわリ主 コ大ク 10よ
示、¥り講ンの に工ンくを 民れン催 !費大回り
し一規フ習パ皆 ゴツパつ起 のだク・ ス・会町に



教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
憲
章
具
現

化
の
一
環
と
し
て
青
少
年
の
よ
い
行
い

を
た
た
え
る
運
動
を
、
年
間
を
と
お
し

展
開
し
て
い
ま
す
。

日
頃
私
た
ち
が
街
角
で
み
か
け
る
子

供
達
の
普
意
に
あ
ふ
れ
た
行
為
や
親
切

な
行
い
を
た
た
え
る
こ
と
は
極
め
て
大

切
な
こ
と
で
す
。

よ
い
行
い
の
あ
っ
た
児
叢
生
徒
を
み

か
け
た
時
は
、
学
校
、
教
育
委
員
、
警

祭
署
、
青
少
年
相
談
員
、
子
供
会
役
員

等
の
ど
な
た
か
に
お
知
ら
せ
し
て
下
さ

い
。
各
機
関
の
方
が
教
育
委
員
会
へ
推

せ
ん
し
、
町
長
か
ら
そ
の
よ
い
行
い
を

た
た
え
善
行
賞
を
糟
り
ま
す
。

。
よ
い
行
い
の
基
準
は
お
お
む
ね
次
の

と
お
り
で
す
。

@
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
り
、
人
の

命
や
財
産
を
守
っ
た
こ
と

@
泰
仕
活
動
を
続
け
て
い
て
、
地
域
の

人
遠
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と

@
小
さ
な
善
行
で
も
絶
、
え
ず
く
り
返
し

地
域
の
人
達
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る

こ
と

@
公
共
物
を
常
に
大
切
に
し
、
多
く
の

人
達
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と

@
動
物
、
植
物
を
常
に
愛
し
多
く
の
人

達
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と

@
そ
の
他
善
行
を
た
た
え
る
に
ふ
さ
わ

し
い
行
為

※
お
問
い
合
せ
は
町
教
育
委
員
会
へ
お

願
い
し
ま
す
。
(
篭
話
側
二
四
一
一
)
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保
険
税
は
家
族
み
ん
な
の
健
壌
を
守
り
ま
す

税
滞
納
者
に
対
す
る
措
置
が
次
の
よ

う
に
富
民
健
康
保
険
法
改
正
に
も
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
特
別
の
事
情
が
な

い
の
に
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

世
帯
は
「
保
険
証
」
の
返
還
を
求
め

ら
れ
、
替
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。
病
院
等
に

か
か
る
時
は
こ
の
証
明
書
で
か
か
り

ま
す
が
、
こ
の
場
合
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
し
、
あ
と
で
国
保
か
ら
七

割
額
の
払
い
戻
し
を
受
け
ま
す
。
こ

の
措
置
は
、
滞
納
し
て
い
る
保
険
税

を
完
納
し
た
と
き
、
ま
た
は
そ
の
額

が
著
し
く
減
少
す
る
ま
で
続
き
ま
吹
ι

ま
た
滞
納
世
帯
は
全
面
的
に
医
療
給

付
等
が
差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

国
保
制
度
は
み
な
さ
ん
の
相
互
扶

助
制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
が
保
険
税
と

い
う
形
で
お
金
を
出
し
合
い
、
そ
れ

に
国
や
県
、
町
の
補
助
金
を
加
え
て
、

み
な
さ
ん
の
医
療
費
等
を
支
払
う
医

療
保
険
制
度
で
す
。
保
険
税
を
滞
納

す
る
と
国
保
財
政
は
逼
迫
し
、
滞
納

者
に
は
法
に
よ
り
厳
し
い
捻
援
が
と

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
保

険
税
納
入
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
特

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
み
九

み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
が
を
し
て
も

病
誌
等
の
窓
口
へ
保
険
証
を
提
示
す
れ

ば
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
二
割
(
退
職

者
医
療
制
度
該
当
者
は
二
割
)
を
支
払

う
だ
け
で
、
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
後
の
七
割
は
国
保
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な
国
保
制
度
を

さ
さ
え
て
い
る
の
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
で
す
。

保
険
税
は
国
保
を
さ
さ
え
る
重
要
な
財

源
で
す
。
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
お

医
者
さ
ん
か
ら
請
求
さ
れ
た
医
療
費
の

支
払
い
が
出
来
な
く
な
り
、
国
保
財
政

が
悪
化
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守

る
こ
と
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
保
険
税

は
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
、
7
0

感
謝
の
や
が
出
発
点

こ
の
話
を
聞
い
て
、
思
い
や
り
と
は

感
謝
の
心
が
出
発
点
だ
と
一
甲
山
い
ま
し
た
。

「
い
つ
も
す
ま
な
い
ね
。
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
が
行
動
と
な
っ

て
現
れ
る
の
が
「
思
い
や
り
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

H

思
い
や
り
の
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。
を

身
近
な
人
と
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
心
は
、
き
っ
と
豊
か
に
和
や

か
さ
を
増
す
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

家
庭
に
温
か
い
灯
が
と
も
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

み
ん
な
の
検

の
仕
組
み
と 審

査
会

家
族
に
伝
わ
っ
た

奥
さ
ん
の
心
遣
い

N
さ
ん
は
執
筆
を
業
と
し
て
い
ま
す
。

ら
卓
八
}

検
察
審
査
会
の
制
度
が
、
去
る

七
月
で
満
三
十
一
歳
を
迎
え
ま
し

た。

「
重
大
な
事
件
の
は
ず
だ
が
不

起
訴
(
犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か

っ
た
事
件
)
に
な
っ
た
。
ど
う
も

納
得
で
き
な
い
」

i
こ
う
い
う
不

満
を
持
つ
人
た
ち
の
た
め
に
、
検

察
審
査
会
は
あ
る
の
で
す
。

刑
事
事
件
で
は
、
検
査
官
が
起

訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
だ
け
、
裁

判
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
問
聞
の
人

が
い
く
ら
起
訴
が
当
た
り
前
と
思

っ
て
も
、
検
察
宮
が
不
起
訴
に
し

て
し
ま
え
ば
、
犯
人
を
処
罰
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
検
察
宮
の
仕
事
に

国
民
の
常
識
的
な
意
見
を
反
映
さ

せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
二

十
三
年
に
検
察
審
査
会
制
度
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
と
主
な
支
部
合
わ
せ
て
二

百
七
ヵ
所
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
審

査
会
ご
と
に
選
挙
人
名
簿
を
も
と

に
く
じ
で
選
ば
れ
た
、
十
一
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
検

察
審
査
員
は
六
ヵ
汚
ご
と
に
交
替

し
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
い
つ
か

審
査
員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。交

通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検

察
{
呂
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
選
挙
違
反

や
汚
職
な
ど
社
会
の
耳
尽
を
ひ
い

た
、
重
大
な
事
件
を
検
察
官
が
起

訴
し
な
か
っ
た
の
は
ど
う
も
納
得

で
き
な
い
。

!
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
検
察
審
査
会
事

務
局
に
ご
相
談
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
は
水
戸
検
察
審
査
会
事

務
局
(
水
戸
市
大
町
、
水
戸
地
方
裁

判
所
内
、
電
話
水
戸
側

O
O
一
こ

ま
で
。
費
用
は
い
っ
さ
い
無
料
で

す。

t~ らあ

1
・
対
象
者

ね
た
き
り
老
人
、
震
度
障
害
者
、
そ

の
他
特
に
町
長
が
必
婆
と
認
め
た
者

2
・
派
遣
回
数
月
二
国

3
・
費
用
負
担
一
回
一
、
三

O
O円

4
・
申
込
み

派
遣
申
議
書
に
医
師
の
診
断
書
を

添
え
役
場
厚
生
課
へ
申
し
出
て
下
さ

い
。
(
用
紙
は
厚
生
課
に
あ
り
ま
す
。
)

@
移
動
入
浴
車
「
き
わ
や
か
号
」
は

テ
レ
ど
の
人
気
者
、
欽
ち
ゃ
ん
の
司

会
す
る
「
M
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
委
員
会
L

か
ら
当
町
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

お

保
険
税
滞
納
者

探
険
証
発
行
差
し
止
め

お

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
章

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
開
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

児
童

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

⑦
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

叢
(
父
が
認
知
し
た
児
童
は
除
き

ま
す
)
。

⑧
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る

児
葉

wv
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
l
i
-
-

右
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
児
童
が
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

②
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

て
い

③
受
給
資
格
者
な
ど
の
前
年
度
の
所

得
が
二
疋
の
額
を
超
、
え
る
と
き

V
手
当
の
額
は

i
!
?

一
人
の
と
き
:
・
月
額
一
一
一
三
、
七

O
O円

(
二
人
以
上
の
と
き
は
加
算
が
あ

り
ま
す
)
。

V
受
付
窓
口
jtitti--

手
当
の
請
求
は
、
役
場
厚
生
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

去
る
十
二
月
国
会
に
於
い
て
、
保
険

ご
寄
じ
で
す
か
l

児
童
扶
護
手
当

す
べ
て
の
児
童
は
、
両
親
の
正
し
い

愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
種
々
の
事
情
に

よ
り
父
親
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い

児
童
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、

児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

児
童
手
当
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を

も
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
、
そ

の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
1
1
1

次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
日
歳
未
満
の
児
支
(
身
体
又
は

精
神
に
額
筈
の
あ
る
場
合
は
初
歳
未
満

の
児
童
)
を
養
育
し
て
い
る
方
(
母
に

限
り
ま
せ
ん
。
)
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ

i
ピ
ス

の
あ
ら
ま
し
:
:
:
②

マ
移
動
入
浴
車
の
派
遣

在
宅
の
ね
た
き
り
老
人
、
震
度
身
体

障
害
者
を
対
象
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
昭
和
六
十
年
ニ
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。入

浴
は
、
ね
た
き
り
の
老
人
た
ち
に

何
よ
り
の
楽
し
み
と
た
い
へ
ん
好
評
で

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Bfi和621手3月1日
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0) 

喜子議韻

郷土歴史講演会

明治天皇
お や

第3盟

も百ら通うお

が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

会
場
に
常
陽
明
治
記
念
館
所
蔵
の
、

藤
田
束
期
遺
筆
の
「
新
徒
品
小
梅
村
調
居

三
首
」
の
掛
図
と
「
徳
川
邸
行
幸
」
の

絵
画
(
木
村
武
山
画
)
を
か
か
げ
て
、

明
治
天
皇
が
徳
川
光
圏
、
斉
昭
に
贈
位

す
る
と
と
も
に
水
戸
徳
川
家
へ
行
幸
し

た
と
き
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
勅
語
を

下
賜
、
さ
ら
に
「
花
く
は
し
桜
も
あ
れ

気
軽
に
、
撮
ろ
う
よ

属
民
間
大
洗
轟
轟
線
員
民
間

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

お

私
達
の
身
近
な
鉄
道
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
か
大
洗
鹿
島
線
H

も
、
開
業

し
て
竿
や
2
ヶ
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の

H

大
洗
鹿
島
線
。
や
、
そ
の
沿

線
風
景
を
気
軽
に
撮
ろ
う
と
、
過
白
、

大
洗
鹿
島
線
を
育
て
る
沿
線
市
町
村
会

議
(
会
長
・
竹
内
宏
大
洗
町
長
)
が
主

催
し
て
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
審
査
を
終
え
た
去
る
1
月

品
目
、
入
選
作
品
の
表
彰
式
が
湖
沼
駅

構
内
の
溜
沼
観
光
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ

れ
、
竹
内
宏
会
長
か
ら
入
賞
者
の
皆
さ

ん
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
副
賞
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
幻
市

町
村
と
崎
県
外
1
市
か
ら
2
0
6
点
の
応

募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
を
は
じ
め
と
す

る
位
点
が
入
賞
し
、
大
洗
町
か
ら
も
川

(3)第183号

嶋
二
之
さ
ん
・
中
山
光
明
さ
ん
等
が
入

選
し
ま
し
た
。

な
お
、
作
品
展
示
は
摺
沼
観
光
セ
ン

タ
ー
で
1
月
紅
白
か
ら
1
月
羽
目
ま
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

や
と
此
や
と
の
世
々
の
こ
こ
ろ
を
我
は

と
ひ
け
り
」
の
御
製
も
下
賜
さ
れ
た
な

ど
の
因
縁
は
深
く
、
水
戸
徳
川
家
の
尊

王
を
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
後
半
は
、
明
治
天
皇
御
製
集
よ

り
国
民
の
心
が
ま
、
え
を
と
か
れ
た
御
歌

六
十
首
を
、
「
孝
」
「
庭
訓
」
「
子
」
「
教

育
」
「
誠
」
「
遂
」
「
述
懐
」
等
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
解
説
さ
れ
、
会
場
の

品
目
さ
ん
は
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

(
明
治
天
泉
御
製
集
よ
り
)

た
ら
ち
ね
の
親
に
つ
か
へ
て
ま
め
な
る

が
人
の
ま
こ
と
の
始
な
り
け
り

た
ら
ち
ね
の
親
の
教
を
ま
も
る
子
は
ま

な
ぴ
の
道
も
ま
ど
は
ざ
る
ら
む

事
し
げ
き
世
に
た
た
ぬ
ま
に
人
は
み
な

ま
な
ぴ
の
道
に
励
め
と
ぞ
思
う

年
年
に
開
け
ゆ
く
世
の
を
し
へ
世
単
身
の

ほ
ど
ほ
ど
に
摘
ま
せ
て
し
が
な

呉
竹
の
直
き
こ
こ
ろ
を
た
め
ず
し
て
節

あ
る
人
に
お
ほ
し
た
て
な
む

「
明
治
天
皇
御
製
薬
」
の
残
部
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
中
央
公
民
館

へ
お
い
で
下
さ
い
。

磯

浜

小

淵

上

先

教
育
論
文
二
麗
闘
の
入
賞

磯
浜
小
学
校
の
川
上
陸
先
生
が
、

茨
城
県
教
育
委
員
会
、
茨
城
県
教
育
公

務
員
弘
済
会
の
共
催
に
よ
る
昭
和
六
十

一
年
度
「
第
十
回
教
育
に
関
す
る
研
究
」

に
応
募
し
、
五
十
八
年
度
の
入
賞
に
続

き
二
度
目
の
優
良
賞
を
受
け
ま
し
た
。

社
会
の
発
展
に
対
応
し
た
教
育
の
あ

り
方
を
求
め
て
常
に
研
修
に
励
む
先
生

の
姿
を
高
く
評
価
し
、
去
る
二
月
十
日

竹
内
町
長
か
ら
入
賞
を
祝
し
て
奨
励
の

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
上
先
生
は
、
前
田
の
論
文
で
は
、

「
算
数
指
導
法
」
の
研
究
を
す
す
め
ま

し
た
が
、
今
留
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活

大挽駅待合室に

審構予期盛ぷとんを寄贈

一一大洗くちしの金一一

大
洗
く
ら
し
の
会
(
石
井
き
み
会
長
)

で
は
、
昨
年
の
暮
も
お
し
つ
ま
っ
た
お

臼
に
、
大
洗
鹿
島
線
η

大
洗
駅
。
に
中

川
駅
長
を
訪
ね
、
待
合
室
の
椅
子
用

に
と
、
座
ぶ
と
ん
却
枚
を
寄
贈
し
ま
し

た。
こ
れ
は
毎
年
日
月
3
日
に
開
催
し
て

い
る
「
消
費
生
活
展
」
で
、
会
員
そ
の

他
の
方
の
寄
怖
に
よ
る
不
用
品
バ
ザ
ー

を
行
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
収
益
金

を
充
て
た
も
の
で
、
寒
い
待
合
室
に
少

し
で
も
暖
か
さ
を
、
と
優
し
い
思
や
り

の
あ
ふ
れ
た
心
あ
た
た
ま
る
贈
り
も
の

に
、
中
川
駅
長
や
駅
関
係
者
も
大
変
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
か
大
洗
く
ら
し
の
会
ぶ

で
は
、
た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
は
、
日
常
生
活
の
な
か

で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
悪
徳
商
法
な

ど
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
或
は
、
食
品
添

動
の
基
盤
と
し
て
の
学
級
経
営
の
重
要

性
に
着
目
し
、
「
児
童
一
人
一
人
の
よ

り
よ
い
人
格
形
成
を
図
り
望
ま
し
い
学

級
集
団
に
改
善
し
て
い
く
た
め
の
一
研

究
」
と
題
し
て
笑
践
的
な
研
究
を
す
す

め
、
児
童
相
互
に
認
め
、
励
ま
し
、
協

力
し
合
う
学
級
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
め

ざ
し
常
に
児
童
と
共
に
歩
む
と
い
う
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
己
れ
を
磨
く
先

生
の
姿
は
誠
に
尊
い
も
の
で
あ
り
ま

す。

の
ご
寄
附
あ
り
が
と
っ

ざ
い
ま
し
た
。

一
、
金
五
拾
万
円
也

大
洗
町
東
光
ム
口
六
九
四
回
!
四

丸
正
商
庖

代
表
取
締
役
大
川
院
市
殿

老
人
福
祉
向
上
の
た
め
活
用
い

た
だ
き
た
い
、
と
亡
父
常
五
郎
様

の
香
料
の
一
部
を
大
洗
町
社
会
福

祉
協
議
会
「
善
意
銀
行
」
に
預
託

さ
れ
ま
し
た
。

轄

で糖
開
略
構
予
隣
の

議
伸
機
会
を
開
催

成
人
病
は
働
き
ざ
か

り
の
壮
年
期
に
起
っ
て

く
る
病
気
で
す
が
、
特

に
気
に
な
る
の
が
脳
卒

中
・
が
ん
・
糖
尿
病
な

ど
で
す
。

成
人
病
は
、
殆
ん
ど

自
覚
症
が
あ
ら
わ
れ
な

い
た
め
、
医
師
の
診
察

を
受
け
た
と
き
は
、
病

気
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
病
気
の
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
健
康
を
守
る
上
で
大

事
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
去
る
1
月
匹
目
に
糖
尿
病

予
防
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
、
水
戸
協

同
病
院
の
内
海
先
生
を
講
師
に
招
き
関

加
物
な
ど
で
有
窓
口
と
忍
わ
れ
る
も
の
の

調
査
や
知
識
の
吸
収
等
、
か
し
こ
い
消

費
者
と
な
る
た
め
に
勉
強
し
て
い
る
会

で
す
。入

会
を
ご
希
望
の
方
は
友
記
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

戸
い

1
、
大
洗
町
役
場
商
工
観
光
課

電

話

制

!
5
I
I
I
-
⑮
必

2
、
大
洗
く
ら
し
の
会

会
長
・
石
井
き
み
宅

電

話

刷

!
2
8
7
9

催
し
ま
し
た
。

定
刻
の
1
時
叩
分
に
は
、
会
場
と
な

っ
た
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
約
叩
名

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
資
料
を

片
手
に
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
は
直
接
死
因
と
な
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
糖
尿
病
が
原
因
と
な
っ
て

動
脈
硬
化
・
高
血
圧
・
心
筋
こ
う
そ
く

な
ど
余
病
を
併
発
す
る
と
恐
し
い
こ
と

に
な
る
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
て

の
説
明
や
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
を

中
心
と
す
る
糖
尿
病
の
予
防
療
法
の
う

ち
で
、
今
回
は
食
事
療
法
を
主
と
し
た

講
演
と
な
り
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
糖
尿

病
に
つ
い
て
夏
め
て
認
識
さ
れ
た
様
子

で
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

二
級
六
二
二
、
八

O
O円

残

8
れ
た
妻
や
子
に

遺
族
基
礎
年
金

加
入
者
が
死
亡
し
た
時
、
十
八
歳

未
満
の
子
の
あ
る
妻
又
は
十
八
歳
未

満
の
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
障
警

の
子
は
一
一

O
歳
未
満
)

年
金
額
八

O
九
、
六

O
O円

子
の
あ
る
妻
(
子
一
人
)

六
二
二
、
八

O
O円

子
の
み
二
人
)

。
基
礎
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す

あ
な
た
の
老
後
に

老
齢
基
礎
年
金

保
険
料
を
二
五
年
以
上
納
め
た
方
が

六
五
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す。
年
金
額
六
二
二
、
八

O
O円
(
閤
O
年

納
付
)
(
六
五
歳
か
ら
受
け
る
年
金
額
)

も
し
も
の
時
に

障
害
基
礎
年
金

不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り
障

害
者
に
な
っ
た
時
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
一
級
七
七
八
、
五
O
O円

もしもの時に

|騨聾璽髄年金|
不慮の事故や病気など

により療害者になってし

まった時、支給されます。

⑧年金額

1級 71遺骨髄覇円
2級事選豊富円

保険料を25年以上納めた方が、 65歳にな

った時から支給されます。

傘年金額鍵あ豊富題円(40年納付)

一
月
二
十
九
日
、
町
教
育
委
員
会
、

常
陽
明
治
記
念
館
、
主
催
及
び
町
観
光
協

会
後
援
に
よ
り
第
三
田
郷
土
歴
史
講
演

会
を
文
化
セ
ン
タ
ー
内
漁
村
セ
ン
タ
ー

研
修
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校

教
諭
、
但
野
正
弘
先
生
で
テ
!
?
は
、

明
治
天
皇
:
:
:
世
々
の
心
を
わ
れ
は
と

い
け
り
・
・
・
:
・
と
題
し
て
行
わ
れ
約
百
人

残されだ蔓や子iこ 「一一二らとfーっ
| 麟 騨 年 金i凶忘私じ
加入者が死亡した時、問題~丹戸穴1~桝

歳未満の子のある妻又は18ヴ-;:'/ 'W-.Y! 
歳未満の子に支給されます。 i"-L-JU 品叫

(障害の子は20歳未満)

曜襲勾三看苧客患

のある妻(子1人)鵠事骨量豊富
子のみ(1人) 量密雪題豊富:194!?!

。
国
民

き 年
ち

金
ん

の
と畑

警高
ソ官、

納付
め は

て
ま
す
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
昭
和
六
十

一
年
四
汚
か
ら
、
毎
月
納
付
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

も
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
検
料
が
ま

だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
納
付
書
を
紛
失
な
ど
し

て
、
納
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
時

は
、
役
場
年
金
係
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
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すこつ§

~~ おお

i

電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
ー
ー
ー

〔

3
悶
丹

昌
〕
よ
H
V

T
大
洗
堂
業
所

関

昭和62.q;.3F.ll日

N
T
T
大
洗
電
報
電
話
局
は
、

3
月
1
8
繰
り
で
N
T
T
那
珂
湊
電
報
電
話

局
へ
統
合
し
、
代
わ
っ
て
3
月
2
白
か
ら
従
来
の
場
所
へ

N
T
T
大
洗
営
業
所

を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
に
伴
な
い
、
お
客
さ
ま
の
窓
口
開
設
時
間
等
を
次
の
と
お
り
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

。
お
客
さ
ま
窓
口
開
設
時
間

O
月
間
唯
日
i
金
曜
門
口
(
但
し
、
祝
日
と
年
末
始
を
除
く
)

0
日
時
i
M
時

。
電
話
に
よ
る
ご
注
文
及
び
お
問
い
合
せ
の
受
付
時
間

O
一
平
日

8
時
加
分
l
口
時

。
土
曜
日

8
時
却
分
j

U
時
却
分

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
用
命
は
、
従
来
ど
お
り
、
局
番
な
し
の
「
1
1
6
L

又
は
、
「
山
山
口
周
2
9
9
1
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

N
T
T
那
珂
湊
電
報
電
話
局
営
業
課
に
で
ご
用
件
を
承
り
ま
す
。

〔

N
T
T
大
洗
電
報
電
話
局
)

新聞、テレビ等のマスコミで耳新らしい言葉、エイズがとりあ

げられ、町民の皆さんの不安が感じられます。

日本では現在29人の患者が確認され、 21人が既に死亡しました。

成人男性が圧倒的数で、今回始めて女性 1人が死亡しました。

感染してから 2-3年位は症状が殆んど出ないが、発病すると

症状は、発熱、下痢、著しい疲労感で始まり、増悪、小康状態を

くり返しながら、全身の淋巴節腫張、カポリジ肉麗(ガン)、カ

1)ニ肺炎等の合併疲で、 5年以内に死亡します。現在確実な薬剤

はありません。感染してから発病する人は、 20%と言われている

が、発病しない場合でも、ウイルスは、一生体内にとどまり、血

液や精液を介して、他の人に感染させる可能性があります。治療

法の開発されてない現状では 正しい知識にもとづいた他人の生

活が最も効果的なエイズ対策です。

下記の者との性的接触により、エイズに感染する可能性が高い

ことが知られています。

(ア) エイズ患者又は、疑わしい者

(イ) 男性向性愛者や、静脈注射等による薬物濫用者、及びこの

者逮と交わる機会の多い集団

(場 エイズ多発国の人々、とくに職業的売春婦

日常生活上に於ける患者、又は患者家族の感染防止についての

相談は「相談窓口」が、那珂湊保健所に設置されましたので、相

談窓口を活用して下さい。

2定
2
等
睦
海
空
土

庁
ザ
次
域
の
若
い
力
に
期
待
す
る
4

妨
衛
庁
で
は
、

2
等
陸
海
空
士
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
採

用
に
な
り
ま
す
と
特
別
職
国
家
公
務

員
と
し
て
の
身
分
が
保
証
さ
れ
る
と

と
も
に
、
各
種
技
術
教
育
が
受
け
ら

れ
国
家
資
格
免
許
も
幅
広
く
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
募
集
要
項
》

l
、
受
付
期
間

受
付
は
、
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す

0

2
、
応
募
資
格

日
歳
以
上
出
歳
未
満
の
男
子

そ
の
他
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
応
募

し
た
い
方
は
下
記
に
御
連
絡
下
さ
い
。

大
洗
町
役
場
(
総
務
課
)

宮

町

1
5
1
1
1
・
内
線
出

自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部

宮

部

1
9
2
9
4

(
水
戸
募
集
事
務
所
)

町
営
慕
地
使
関
及
、
び
管
理
の

調
査
に
つ
い
て
(
お
願
い
)

只
今
、
町
で
は
町
営
墓
地
使
用
者
の
確
認
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
使
用
者

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
確
認
の
通
知
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

現
夜
町
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
て
通
知
の
属
か
な
か
っ
た
方
及
び
町
外
居
住

で
慕
地
を
使
用
し
て
い
る
縁
故
者
に
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
大
洗
町
役
場
衛
生

課
(
保
健
セ
ン
タ
ー
内
宅
ハ
六
一
三
治
宝
で
御
連
絡
下
さ
い
。

分持事予定大洗文化セン

"" 骨内事{握開催場所名毒事4量信号始待罪事臼{崖関

記

那珂湊保健所保健婦室

毎週月日産 B-金曜日

。相談及び指導(電話でもよい)

0必要に応じ、抗体検査をします。

感相談窓口

③相談日

大洗町・大洗町教育委員会主催により講師(正詩歌江)
ノレ i を招き講演会を催す。 r笑いと涙と希望の人生ドラ? J

税理士会水戸支部による納税相談

ホ

大会議 室

第 4 回文化講演会

確定申告納税粉談会

13 : 00-

9 : 00-

3月 18(日)

3月3臼(火)
3月4臼(水)

3月4日(水)
3月5日(木)

3月5肘， 13ω，
19胤 26日休)

{頭販組合支部総会及び懇談会/レホ
全国小売酒販組合中央会関東信
越支部総会及ひ。ブロック懇談会9 : 00-

子供を対象としたクラシックバレエリハーサル室室教二Lレ
や

ノ、13: 00-

リハーサル室ぷ〉、
ヱス習練奏メ入

口9 : 00-3月5日(木

大洗町における交通事故の発生状況3月6(金)，
7ω， 8日(日)

(62.1月現在)リハーサル主主a用品百貨の奴売9 : 00-

数減主義前年同 期年本1$ 10:00-
Z部 12:00-

ル 1.東映まんがまつりホま ん が 峡 磁 上 映 会3月88(日)

ム3(0) 

)
 

ハ
リ(

 

日

υ
o (0) o (0) 数者子Eル|大洗文化センター主催により独演会を催すホ

立川流家元
立 川 談 志 独 演 会14: 00-

ム6(0) 8 (0) 2 (0) 負傷者数
大洗町戦没者慰霊祭大 会議室祭雪量原寸

A山者没戦9 : 00-

※( )内は累計を示す。

“毎月 1 日は菟通安全の旦，“ゆずり合いのj出がかよう~通安全"
大 会議室運転免許更新時講習会9 : 00-

5 (0) 2 (0) 発生件数仏壇・仏呉展示奴売会リハーサル室仏壊 .1L、兵展示販売会9 : 00-3月10(火)，
11側， 12日休)

15日(日)

〈
場
所
〉

〈
栂
談
員
〉

4 14 13 13 13 月
000  0 み Jし、 /1/1/1/1/1/
まド 文象者サ と とがとお 練士訓す 言JII 午 午 附 8 附 21 (;;j骨 19 伺)9 J (:t) 5 日
込 こ し子 練 o 後 000前

日 ろ き方き てき ょ工-LT 場 4 の 333 の 叔松 骨査診及量 手し ー 母 乳 事
の家ま 時象所月聾月月月聾ノj鵡 歳

いき月3 生後大洗午後午前月4 指導族みに 〈LL B7 練ll)IJ 3泊12目o1白0 練p)ll 児 光 子 児 菜

T 0 27 2 町のの 10 とな歯虫 子障宮大洗(日~~~日会恥b 話 健 健 栢 健

E~ 百歳文部部日フきの 主者主T 健保田T火 午後 火金火 午再リ 談'ff:l 診 診 談 診 名
L 電'i l 化--:--......--~ '/'ま多 ので(

話 金 8 セ 午 午 金 塗f物七グ〉し、 復機能回 専 成生生主 主 S1 -;;;;母生生
側でま歳ン後1 前9 歯今 品Il!令 セ 霊時10  0 0F9 寺 復 人後後ま 58 苦性後後
iもで児タ の日 会主公 ン 433  病者患 6 2 れ・に及 62 
1 受に 時時 布 、 l遡 タ 1 月月月 1 ヵヵた 1 よびカヵ対

0 付 大 内 午後I 3 分o v震町 三乙 華字訓擁を l 士午 3 24 13午 ヨ"' 月月 月者来Jι 1 す変更り手し月月1 い洗 ( 施実を で お J 来 後 日 日 目前民111 及 i i 15t 1 幼 II 
o tこ 健保釘 中 j をは 骨量工 所 3 ;:::.. 金 ~~ 金 11 ぴ 73 I ~ i 児 73 象. 手 央 3 午 まお WJ ，1/.， ~時火時立古ーカカ S るカカ
60 公時前 いも子 k円 c- ~ -:..----'---' ~ -.:.-す螺 般月月 58 場合あも 月月
セ民 ~11 たるさ7'1-1 '=t.' )-~ L 伎のの のの
ン 宣宮 持 したま フミ o 0 民者者 12 者者名

。)タ)ま ま内のら施る ~ ~ I I I u I i 
1 1 ?!;..す〈虫 の 者 月月 に

4 へ 。歯 事中 27 17 
申 のせ 臼日 11 11 11 11 1 

工ξ r ヘ f 也、 2待 2時 2時 2持 2持受
j玄入 し 全火時15 時15 時15 時15 時152
下 い ~ llii分 15分 15分 15分 15分自

分分分分分
」一四一ーー 幽 由
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⑧
⑮
⑩
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⑧
 

年
金
の
請
求
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
資
格
期
間
や
年
金
額
は
ど
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
質
問
に
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
無
料
で
親
身
に
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時〉

4
月
日
比
臼
(
火
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時

常
陽
銀
行
大
洗
支
庖

山
浦
達
雄
(
元
下
館
社
会
保
険
事
務
所
)

日


